
昨年 6 月～7 月に開催された「北ア
ルプス国際芸術祭 2017」で、地域の
皆さんや大勢のボランティアの皆さんの
ご協力により作成されたバンブーウェー
ブのお別れ会が、5 月 19 日に行われま
した。午前中はお別れ会セレモニーを、
午後は解体作業を行いました。 

八坂地区の人口：８５１人 

（男４２０・女４３１ 高齢化率３５.１４％） 

八坂地区の世帯：３6３世帯 

    （平成 30 年 6 月 1 日現在） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

2018 年（平成３０年７月１日） 

 
7 月号の記事 

地域づくり協議会から 

地区の活動から 

地区の活動・地域振興支援員から 

八坂小・中学校から 

たけのこ保育園・山留の風から 

コミュニティースクールから 

交通安全表彰者・支所からのお知らせ 

八坂公民館からのお知らせ 

きらり話題の八坂人 

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会  http://www.shinshu-yasaka.com    
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期 日 区    分 内     容     等 

4/27 八坂地域づくり協議会 
・平成３０年度の主要事業について 
・八坂警察官駐在所連絡協議会 
・バンブーウェーブお別れ会について 

5/1 地域づくり協議会 総務部会 
・部会の構成について 
・平成３０年度の事業計画について 

5/1 やさかだより編集委員会 
・編集委員会の構成について 
・今年度のやさかだよりの発行計画について 
・八坂だより№６７号の編集について 

5/2 
地域づくり協議会 健康福祉環境

部会及び日赤奉仕団会議 
・部会の構成について 
・平成３０年度の事業計画について 

5/10 自治振興会長会議 
・各自治振興会の役員任期について 
・各地区の要望について 
・地域支援員について 

5/14 地域づくり協議会 地域振興部会 
・部会の構成について 
・平成３０年度の事業計画について 

5/19 バンブーウェーブお別れ会 
・映像で振り返る作品への思い出 
・作品へのお別れの言葉 
・昼食のおもてなし ・取り壊し作業 

5/2７ 大町地区交通安全協会通常総会 
・平成２９年度の事業報告及び決算報告について 
・平成３０年度の事業計画及び予算について 
・定例表彰について 

5/29 第１回八坂夏まつり実行委員会 ・日程、会場、主な内容について 

地域づくり協議会の活動から 

 
  

 

■期日：8 月 14 日(火) 17：00～ 
 

■場所 アキツ周辺 (雨天時：アキツホール) 

   

今年も開催します 八坂夏まつり！！ 
地域の皆さんの要望により、今年も「八坂夏ま

つり」を開催します。地区の方々や、お盆で帰省
された皆さんなど、大勢の方にご参加をいただき、
毎年開催されています。 
今年度は５月２９日に夏まつり実行委員会を開

き、8 月 14 日（火）に、アキツ周辺を主会場と
して、八坂夏まつりを開催することになりました。 
八坂地域づくり協議会が中心となり、また関係

団体の皆さんの協力をいただき、準備を進めて参
ります。 
八坂地区にお住まいの皆様からは、一口 500

円で協賛を賜りますよう宜しくお願いします。 
あわせて、前日の準備から当日の運営などにご

協力いただけるイベントスタッフや、夜店の出店
者の募集を行いますので、ご協力いただける方は、
7月10日までに八坂夏まつり実行委員会事務局
までご連絡ください。 

 

連絡先 八坂夏まつり実行委員会（八坂支所） 

☎0261-26-2001 

 

大勢のみなさん お出掛けください！ 
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楽
し
か
っ
た
野
平
バ
ス
旅
行 

 

野
平
自
治
会
で
は
、
農
作
業
が
一

段
落
し
た
５
月

日
、
子
供
５
名
を

含
め
約

名
で
飯
田
方
面
へ
バ
ス
旅

行
に
出
か
け
ま
し
た
。
安
曇
野
か
ら

高
速
に
乗
り
飯
田
ま
で
、
ビ
ー
ル
等

を
飲
み
な
が
ら
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

の
声
が
届
か
な
い
ほ
ど
賑
や
か
で
楽

し
い
会
話
の
中
、
バ
ス
は
進
み
ま
し

た
。 

 

飯
田
市
に
あ
る
「
水
引
工
芸
館
せ

き
じ
ま
」
で
水
引
作
り
の
実
演
、
作 

品
を
見
ま
し
た
。 

明
治
以
降
、
ち
ょ
ん
ま
げ
に
使
う
元

結
の
需
要
が
減
っ
た
の
で
、
結
納
等
の

水
引
細
工
に
移
行
し
、
今
で
は
全
国
生

産
量
の
８
割
が
飯
田
で
生
産
と
の
こ

と
で
す
。 

そ
の
あ
と
は
阿
智
村
に
あ
る
「
満
蒙
開

拓
記
念
館
」
へ
行
き
ま
し
た
。
原
野
を

開
墾
し
た
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
中
国
人
か
ら
耕
地
を
接
収
し
て
い

た
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ
連
参

戦
後
の
悲
惨
な
引
揚
げ
や
、
半
強
制
的

に
入
植
者
を
集
め
た
事
、
長
野
県
か
ら

の
入
植
者
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
等

を
学
び
、
満
蒙
開
拓
の
よ
う
な
悲
惨
な

過
去
を
風
化
さ
せ
て
は
、
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。 

 

昼
は
、
昼
神
温
泉
郷
「
伊
那
華
」
で
、

会
食
と
温
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

伊
那
市
に
あ
る
「
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
」

で
記
念
写
真
を
撮
り
、
買
い
物
や
、
植

物
園
な
ど
、
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。
役
員
、
参
加
者
、
皆
さ
ん
の
お
蔭

で
最
後
ま
で
楽
し
い
1
日
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
「
き
ょ
う
は

％
満
足

で
し
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
役
員
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

野
平
自
治
振
興
会 

佐
藤 

眞
一 

 

梅
雨
入
り
前
の
6
月
3
日
（
日
）
、

恒
例
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い

ま
し
た
。
大
平
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で

の

ホ
ー
ル
・
パ
ー

の
プ
レ
ー
を

行
い
ま
し
た
。 

好
天
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
日
中
は
高

温
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
林
間

コ
ー
ス
で
し
た
の
で
、
程
よ
い
木
陰
が

あ
り
、
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
は

ホ
ー
ル
あ
り
ま
す
が
、例
年
通
り

ホ
ー
ル
で
し
た
。 

 

午
後
は
中
央
基
幹
セ
ン
タ
ー
で
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
表
彰
を
兼
ね
、
高
齢

者
と
の
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

午
前
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
に
参
加
さ
れ

た
高
齢
者
を
交
え
て
の
交
流
会
で
し

た
。
「
来
年
、
再
来
年
と
言
わ
ず
末
永

く
元
気
な
姿
で
交
流
会
が
開
催
で
き
る

こ
と
と
、
畑
仕
事
や
趣
味
を
楽
し
み
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
頂
き
た

い
」
と
、
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
私

も
そ
う
あ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
日
は
、
早
朝
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
周
囲
の
草
刈
と
、
基

幹
セ
ン
タ
ー
周
囲
の
草
刈
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
又
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

に
出
場
す
る
チ
ー
ム
が
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
今
年
も
こ
の
時
期
が
来
た

の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

中
央
自
治
振
興
会 

 

丸
山 

茂 

一
日
休
養
日
と
交
流
会 
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 八
坂
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
、
地
域 

振
興
部
会
で
は
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

整
備
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
度
は
、
7

月
7
日
「
大
滝
」
、
7
月
15
日
「
唐

花
見
湿
原
」
の
予
定
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
大
滝
も
唐
花
見
湿
原
も
整
備
の

資
料
作
り
の
写
真
撮
影
に
何
度
か
訪

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
遠
く
か

ら
の
観
光
客
の
方
と
お
会
い
し
ま
し

た
。
お
話
し
す
る
と
、
「
と
て
も
良

い
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
残

念
な
が
ら
、
唐
花
見
湿
原
で
は
遊
歩

道
が
倒
木
で
遮
断
さ
れ
て
い
た
り
、

大
滝
で
は
滝
壺
に
木
が
倒
れ
て
い
た

り
、
水
溜
り
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
整
備
を
行
い
、
よ

り
良
い
状
態
で
観
光
客
を
お
迎
え
で

き
る
よ
う
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

小
松
尾
に
は
円
柱
の
道
祖
神
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
も
円
柱
の
道
祖

神
は
珍
し
い
そ
う
で
す
。
ま
た
小
松
尾

諏
訪
神
社
の
象
や
獏
、
獅
子
な
ど
見
事

な
白
木
の
透
か
し
彫
り
も
恥
ず
か
し
い

こ
と
に
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
坂
に

は
大
滝
や
、
唐
花
見
湿
原
、
大
姥
山
、

矢
田
川
の
磨
崖
仏
や
棚
田
の
風
景
だ
け

で
な
く
ま
だ
ま
だ
魅
力
あ
る
風
景
や
史

跡
が
埋
も
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
集
落

ご
と
に
神
社
や
祠
、
道
祖
神
を
祀
っ
て

い
る
こ
と
で
、
行
事
や
お
祭
り
を
少
な

い
軒
数
で
維
持
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

よ
う
な
大
変
な
事
態
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
集
落
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
新
し
い

組
織
編
成
な
ど
修
正
す
る
時
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
集
落
の
「
お
宝
」
の
存
在
を

共
有
す
る
こ
と
も
必
要
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

地
域
振
興
支
援
員 

 

小
浪
和
正 

 

 

 

舟
場
自
治
振
興
会
で
は
、
毎
年
恒
例
の

「
一
日
農
休
デ
イ
」
を
6
月
17(

日)

に
開

催
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
野
平
の
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
で
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
で
、
徐
々
に
普
及
し
つ
つ
あ
る

「
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
は
、
昨
年
、
「
カ
ー
リ

ン
グ
娘
」た
ち
の
活
躍
で
一
躍
有
名
に
な
っ

た
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
と
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」

を
合
体
さ
せ
た
よ
う
な
ゲ
ー
ム
で
、
老
若

男
女
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
種
目
で
す
。

当
日
は
、
26
人
が
参
加
し
、
5
人
、
5

チ
ー 

 
 

 

チ
ー
ム
の
総
当
た
り
戦
で
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と
も
最
後

に
打
つ
10
球
目
は
、
一
発
大
逆
転
の

「
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
」
。
打
つ
前
に

は
「
こ
っ
ち
だ
!!
」
「
あ
っ
ち
だ
!!
」

「
そ
っ
ち
だ
!!
」
と
、
み
ん
な
で
ワ

イ
ワ
イ
言
い
た
い
放
題
の
ゲ
ー
ム
で

盛
り
上
が
り
、
皆
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー

ル
終
了
後
は
、
舟
場
基
幹
セ
ン
タ
ー

に
戻
っ
て
、
昼
食
を
と
っ
た
あ
と
「
豪

華
賞
品
が
当
た
る
か
も
し
れ
な
い 

ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
の
関
係
で
、
豪
華
賞
品
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
用
品
の
賞
品

を
た
く
さ
ん
用
意
し
、
「
ビ
ン
ゴ
」

の
人
か
ら
順
番
に
選
ん
で
も
ら
い
、

そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
商
品
を
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
う

ど
田
ん
ぼ
や
畑
な
ど
の
農
作
業
が
ひ

と
段
落
す
る
時
期
で
、
暑
く
も
な
く 

 

寒
く
も
な
い
と
い
う
丁
度
良
い
時
期 

で
す
。
一
日
農
休
デ
イ
を
通
じ
て
、

農
作
業
で
の
運
動
不
足
の
解
消
や
会

員
同
士
の
交
流
も
深
め
ら
れ
る
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

舟
場
地
区
編
集
委
員 

山
崎 

重
幸 

 

 



 

 

 

  

５
月

日
（
月
）
、
昭
和

年
か

ら

年
間
続
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
磨
き

を
行
い
ま
し
た
。 

 

八
坂
中
学
校
生
徒
と
八
坂
小
学
校

６
年
生
が
相
川
か
ら
中
学
校
ま
で
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
磨
き
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
移
動
知
事
室
で
訪
れ
た
阿

部
守
一
長
野
県
知
事
と
一
緒
に
磨
い

た
り
、
分
担
区
の
両
端
か
ら
磨
き
始

め
た
グ
ル
ー
プ
が
時
間
内
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
り
、
感
慨
深
い
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
磨
き
と
な
り
ま
し
た
。 

年
間
続
く 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
磨
き 

こ
の
日
の
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
八
坂
支
部
、
八

坂
支
所
、
八
坂
公
民
館
、
大
町

建
設
事
務
所
、
地
域
の
建
設
業

者
の
皆
様
、
保
護
者
や
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
、

下
草
刈
り
、
給
水
、
交
通
整
理

な
ど
児
童
生
徒
が
安
全
に
奉
仕

作
業
を
行
え
る
よ
う
に
配
慮
し

て
く
だ
さ
り
、
安
心
し
て
作
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。 

八
坂
中
学
校 

楽
し
か
っ
た
修
学
旅
行 

５
月

日
（
土
）
の
参
観
日
に
、
授
業

参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

授
業
参
観
で
は
、
4
・
5
・
6
年
生
が

1
時
間
ず
つ
外
国
語
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
体
育
集
会
で
は
、
校
庭
で
マ
ラ
ソ

ン
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声

援
を
受
け
、
精
一
杯
走
り
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
皆

様
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
り
、

校
地
内
外
の
草
刈
や
校
舎
内
の
清
掃
な
ど
を 

 

 

５
月

日
に
６
年
生
６
人

が
東
京
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

 

初
日
は
国
立
科
学
博
物
館
・
国

会
議
事
堂
・
東
京
タ
ワ
ー
・
東
京

ド
ー
ム
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ズ
へ
行

き
ま
し
た
。
普
段
見
る
こ
と
の
出

来
な
い
国
会
議
事
堂
の
内
部
を
、

小
規
模
校
な
ら
で
は
の
コ
ー
ス
で

見
学
し
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
皇
居
・
浅
草
を
経
て
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
景
色
を
楽

し
み
な
が
ら
昼
食
を
摂
り
ま
し
た
。 

 

２
日
間
を
通
じ
て
、東
京
タ
ワ
ー

と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
違
い
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

６
人
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

共
に
学
び
、
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ

た
修
学
旅
行
で
し
た
。 

 
 

 

 

授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業 

八
坂
小
学
校 

行
い
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

の
お
蔭
で
学
校
全
体
が

ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

阿部知事と一緒に 

感謝の気持ちを込めて磨く 

－5－ 

国会議事堂にて 

授業参観の様子から 
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育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 
                    

年に一度、矢田川の磨崖仏では、保存会の方による祭礼が行われ

ています。八坂学園生は旧八坂・美麻村境にある入り口から、未舗

装の道を２km 歩いて、大きな岩に掘られた大日如来像にたどり着き

ました。山伏装束に身を包んだ和尚さんが念仏を唱え、ほら貝を吹

くところを見せて頂き、直会となりました。古くからこの八坂の地

を見守り続けてきた大日如来像には、多くの人が祈りを捧げたこと

でしょう。人里離れた山の中にひっそりとたたずむその姿には、石

仏だけでなく、その場所自体に何か特別な力が宿っているように感

じられました。 

矢田川磨崖仏祭礼 
 ５月２８日(土)午前 天気：晴 

今年度 2 回目の農家活動を終え、子どもたちがセンターに帰ってきました。この日は午後一番に

センターの田んぼの前で春祭りを催し、田植えを行いました。春祭りでは、簡素なものですが、祭壇

を構え、秋の実りを祈念して玉串を奉奠しました。 

田植え ５月２0 日(日)午後 天気：晴

れ 

田植えは昔ながらの手植えを体験しました。「苗床から 4，5

本取り分けるのが難しい」と、苦戦する子が多数でしたが、作業

が終わる頃になると、徐々に素早く植えられるようになる姿があ

りました。 

稲作体験を通して、昔の人々の苦労と知恵に触れることが出来

たようです。秋の実りを子どもたちと楽しみにしたいと思います。 

 

        

すっかりきれいになった園庭では 6月 1 日（金）に、こい

のぼり運動会を開催しました。 

子ども達は思い切り遊んだり、走ったりしました。保護者

の方にも参加していただき、玉入れや、子どもをおんぶして

走ったりと、皆で楽しみました。“おんぶが楽しかった” 

“かけっこ頑張った”と、子ども達も嬉しそうでした。 

保育園恒例の斜面登りや、二十日大根の収穫の競技も好評

でした。 

たけのこ保育園 

たけのこ保育園で、４月２６日（木）、５月２４日（木）

の 2 日間、草取り交流がありました。 

１回目は舟場シニアの皆さん６名、2回目は大平寿会の皆

さん２２名が来てくださいました。園庭の草取り、周辺の草

刈りをしていただき、その横で子ども達もはりきって草取り

や草集めをしました。その後の交流会も楽しみの 1 つで、歌

を歌って拍手をもらったり、一緒にゲームをして触れ合える

貴重な時間を過ごすことができました。 

 楽しい時間を過ごすこと

ができました。地域の方

には本当に感謝です。 
 

 



  

おらほの学校やさか   

 

コミュニティ・スクールだより  

４月１９日にもみまきをしてから、約１か月。北澤廣佳さんと

平林豊張さん（JA 営農指導員）の力を借り、すくすくと苗は成

長し、無事に田植えを迎えることができました。田植えの日には、

学校支援ボランテイアの北澤廣佳さん、北澤豊繁さん、渡辺恵子

さんもお手伝いして下さり、植え方については北澤廣佳さんの指

導を受け、スタート！教わった苗の本数と間隔に戸惑いながら真

剣な表情で植えていました。慣れない作業で悪戦苦闘する子ども

たち中で、山留生徒や家で田んぼの作業を手伝っている生徒は、

お褒めの言葉をいただき、また時間を重ねるごとに手際も良くな

り、予定より早く終えることができました。 

八坂小学校の活動～小学５年生 田んぼ活動記録～ 

水路整備 ４月２８日（土） 

押の田から保育園下の田んぼまでの水路整備を子どもたち、先生、

保護者、地域の方々と約２時間かけて行いました。 

 代掻き（どろんこ遊び！？） ５月８日（火） 

毎年、保育園の子供たちと一緒に「代掻き」を行っています。地域 

の方々と一緒に水を入れ、遊びやすいように（？）準備をしていた 

だいたおかげで、田んぼの中は歩きやすくなり、泥をこねることに専念できました。ひと段落し、土手か

らの「ダイブ大会」の幕開けです。全身泥だらけになり、頭から泥をかぶることにも平気になり、終始笑

い声が聞こえていました。その後は、八坂小学校の「お風呂」に入り、冷えた体が温まりました。 

－7－ 
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最後に北澤豊繁さんから「残った苗は、とても栄養があるから 

さつまいもの畑に撒くといいよ」と、苗の活用方法を教えてもら 

いました。田んぼは水が命なので水管理当番も決め、子どもたち 

は毎朝田んぼに足を運んでいます。担任の和田先生から「田んぼ 

の仕事をしている方を改めて尊敬します。どうしたらいいものか 

と、まごつくばかりですが、たくさん足音を聞かせる事が大事と 

話していただいたので、自分も子どもたちと一緒に田んぼに足を 

運び学んでいきます！」と力強い感想をいただきました。秋の収 

穫祭が待ち遠しいですね。 

 

田植え ５月２１日（月） 

 

八坂地域づくり協議会では「大滝」と「唐花見湿原」の整備を下記の日程で実施します。 
 
「大滝」7/7（土）9：00～午前中       大滝ポケットパークに集合 
「唐花見湿原」7/15（日）9：00～午前中   唐花見湿原休憩所駐車場に集合 

持ち物  
草刈り機・チェーンソー・ノコギリ・鉈・ロープなど 
お持ちの方はご持参ください（両日とも） 

※倒木の伐採は専門業者に依頼します 

＜問い合わせ先＞ 

八坂地域づくり協議会事務局 

☎0261-26-2001 
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★県警本部長・県交通安全協会長連名表彰 

  ○長野県交通安全功労者  竹村 信吉（上篭） 

 ○長野県優良運転者    北澤 日出志（笹尾） 

5 月２7 日、立山プリンスホテルで開催された大町地区交通安全協会定期総会において、地域の交通安

全に貢献された功労者と優良運転者の表彰式が行われ、八坂支部からも 8 名の会員の皆さんが表彰され

ました。受賞された皆さん、おめでとうございます。 

 

★大町警察署長・大町地区交通安全協会長連名表彰 

  ○大町地区優良運転者 

    久保田 良夫（明野） 松下 俊行       （満仲）   仁科 千博（切久保南） 

    勝野 正士      （小菅） 内山 喜久夫（野平中）  坂井 靜子（舟場） 

   

 

交通安全定例表彰者 

お問い合せ 八坂支所民生係まで   

℡26-2001 

いつまでも元気でいるための筋力や体力をしっかりつけてほしい！そんな思いから、今年度よ

り新しい体操教室が始まりました。 

全 18 回の教室を優しく熱心な 6 名の先生が交代で教えてくださいます。途中からの参加も大

歓迎です！体力や筋力に自信のある方もない方もこの機会にチャレンジしてみませんか？ 

 

回数：全 18 回 水曜日 

場所：八坂支所 3Ｆ（希望の方には送迎をします） 

時間：13：30～15：00 

参加費：100 円 

 

次回の教室は 7 月 11 日（水）ジムネットの 

有賀麻帆先生を講師に行う予定です。 

 

講師：大町病院 太田和美先生（理学療法士） 

自分の姿勢のクセや日頃あまり使っていない

筋肉などを確認し、自宅でできるストレッチ

の方法を教わりました。 

 

 

講師：ジムネット 有賀麻帆先生 

コグニサイズ（運動と認知課題を組み合

わせたもの）をして、間違えて笑って、

楽しい時間を過ごしました。 

 

 

 

講師：リセット 降籏伸治朗先生 

自分の体の重さを利用した筋トレを

し、たくさん汗をかきました！ 

 



 

 

 

  

高砂大学入学式 

 

 
 

10/9  郷土視察（諏訪方面） 

10/28  八坂地区文化祭に参加（小学校） 

11/15  講話（公民館） 

夜間頻尿と不眠 

健康でいるために 

12/11 講座（公民館） 

昔話、民話のナゾを解く 

介護予防と健康体操 

3/7    講話・卒業式（公民館） 

口から考える認知症 

 

6/12 入学式・講座（公民館） 

     これからの地域づくり 

特殊詐欺被害防止対策 

6/23 小学校音楽会に参加（小学校） 

7/4  老人スポーツ大会に参加（小学校） 

8/27 講座（明日香荘ＧＢ場・小学校） 

チャンスボールを楽しむ 

人権を考える市民の集いに参加 

9/29  中学校やまびこ祭に参加（中学校） 

 

午後は大町警察署生活安全課生活安全係の井澤係長さんから、特殊詐欺被害防止対策につい

て学びました。 

これから、３月まで１０回の講座を開催し、生きがいづくりや仲間づくりの輪を広げていき

ます。 

 
平成３０年度 高砂大学日程 

第４８回高砂大学入学式が６月１２日（火） 

八坂公民館（アキツ）で行われ、上は９３歳から

下は６９歳まで、６９名の皆さんが入学しました。 

入学式終了後、八坂支所の大日方支所長さんか

ら「これからの地域づくり」と題した講話を聴き

ました。 
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６月１９日にたけのこ保育園で、すこやか広場の開講式が行われました。 

このすこやか広場は、子どもの発達や発育、食生活について一緒に考え、母親の交流の場にもなる

事業で、今年度は５組１１名の親子が参加して、年１０回開催する予定です。 

八坂地区にお住いで、未就学児がいるご家庭の皆さんは、途中からでも参加できますので、八坂

公民館までお問い合わせください。 

11/13  地域めぐり 

12/14 クリスマスコンサート 

1/17  親子で遊ぼうリトミック 

2/15  お店屋さんごっこ 

3/6   おはなしの会 

閉講式 

6/19   開講式 

親子で楽しむヨガ教室 

7/27  水遊び 

8/22   お話の会 

9/21  バス遠足 

10/19  やきいもづくり 

親子でものづくり 

     親子でものづくり 

平成３０年度 すこやか広場日程 【開催場所は全てたけのこ保育園】 

 

お問い合せ 八坂公民館まで   

℡26-2３８０ 

 



 
 

編

集

後

記 

編集・発行 八坂地域づくり協議会やさかだより編集委員会  ℡0261‐26‐2001 

桑原
くわばら

 陵
りょう

さん・良奈
よ し な

さん・実子
み こ

ちゃん ご家族 
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桑
原 

陵
さ
ん
ご
本
人
よ
り
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

1
歳
半
に
な
る
娘
一
人
と
、
妻
（
市
立
大

町
総
合
病
院
の
産
婦
人
科
に
常
勤
の
医
師
と

し
て
赴
任
）
と
3
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

妻
は
広
島
市
内
、
私
は
東
京
都
内
に
生
ま

れ
、
二
人
共
都
会
育
ち
で
あ
り
ま
す
。
妻
は

薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
る

自
然
派
女
医
。
私
は
晴
耕
雨
読
に
憧
れ
、
島

根
県
の
弥
栄
村
（
現
・
浜
田
市
弥
栄
）
に
移

住
し
て
10
年
、
杵
つ
き
餅
実
演
販
売
や
村
の

米
の
仕
事
を
手
伝
う
今
ど
き
の
農
業
男
子
で

し
た
。 

『
計
画
分
娩
で
は
な
く
、
妊
婦
さ
ん
に
寄

り
添
っ
た
お
産
を
し
た
い
』
と
い
う
妻
の
想

い
か
ら
、
住
み
慣
れ
た
島
根
か
ら
離
れ
る
事

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
一
つ
出
し
た
条 

件
が
『
山
村
で
土
に
ま
み
れ
な
が
ら
子
育
て

が
で
き
る
と
こ
ろ
』
で
し
た
。 

幸
運
に
も
す
ぐ
に
知
人
よ
り
大
町
病
院
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ト
ン
ト
ン
と
話
が
進
み
、

こ
う
し
て
山
里
の
八
坂
で
薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ

る
住
ま
い
を
借
り
ら
れ
、
小
さ
い
な
が
ら
も

畑
も
集
落
の
方
に
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

想
え
ば
叶
う
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
矢

下
集
落
の
皆
様
へ
の
感
謝
は
つ
き
ま
せ
ん
。 

娘
は
い
ま
保
育
園
に
通
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
先
、
小
中
学
校
へ
上
が
り
、
幼
馴
染
だ

け
で
は
な
く
山
村
留
学
の
子
ど
も
た
ち
と
共

に
学
び
育
つ
こ
と
に
、
他
所
に
は
な
い
魅
力

と
希
望
を
感
じ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
な

ら
こ
こ
に
根
を
お
ろ
し
、
妊
婦
さ
ん
や
お
母

さ
ん
達
に
寄
り
添
う
妻
を
支
え
、
子
育
て
の

後
も
、
八
坂
で
末
永
く
暮
ら
し
た
い
と
想
っ

て
お
り
ま
す
。 

今
後
共
、
家
族
と
も
ど
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

 
 

 
 

今
年
３
月
に
矢
下
の
定
住
促
進
住
宅
に

引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
、
地
区
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
桑
原
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

取
材
者 

大
平
地
区
編
集
委
員 

 
 

平
林 

宏
一 

今
年
度
か
ら
編
集
委
員
も
一
新
さ

れ
、
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と

は
思
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
ね
が
い

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
話
題

や
行
事
を
取
り
上
げ
、
親
し
み
や
す

い
紙
面
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
編
集
委
員
が
取
材
に
伺
う

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
折
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

田
植
え
が
終
わ
り
、
ひ
と
段
落
し

た
家
庭
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

夏
を
思
わ
せ
る
気
温
に
な
っ
た
り
と

暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
体
調
を

崩
さ
ぬ
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

週
末
や
休
日
に
山
菜
や
竹
の
子
採
り

に
山
に
入
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
も
大
事
で
す
。

ま
た
熊
や
猪
鹿
に
遭
遇
す
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
鈴
や
音
の
出
る

も
の
を
持
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。 

木
々
の
新
緑
が
鮮
や
か
さ
を
増
し
、

枝
葉
が
生
い
茂
り
、
車
の
運
転
に
は

見
通
し
が
悪
い
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
を
使
い
ま
す
が
、
安
全
に
気
を
付

け
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
運
転
し

ま
し
ょ
う
。 

 や
さ
か
だ
よ
り
編
集
長 

丸
山 

茂 


